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お願いだ､眠っている時起こさないでほしい｡うん? 起こしたか - ･そ
う､起こしていないか｡これが最後の会話でした､と｡もう一つは何であった
のか｡
岡先生は人生における麻のようなものも遺された｡癌に冒された骨盤の痛み
は言語を絶するものであった｡無神経な医師が､頑張りましょう､と言って手
を握ってくるのが､実は跳び上がるほど痛かったと伺った｡先生は､こんなに
苦しい目をしないといけないのは､何か悪いことをしたからだろうか､と奥様
に洩らされたという｡人を殺し､干物にして喰らい､悪逆無道の限りを尽くし
た盗拓が天寿を全うしたのに､孔門七十子の中で向学心随一､師が最も褒めた
顔回は貧窮の裡に犬死した｡司馬遷はこの不条理に､果たして天道は善を好む
のか､と問わざるを得なかった｡ 岡先生ほど人に優しく､悪心を懐かれたこと
のない方がこのような苦しみを味わわねばならぬとは､そして､書くことが一
杯あるのに世を去らねぼならぬとは､果たして天道は善を好むのか｡
先生の主著 『ホメロスにおける伝統の継承と創造』には京都の於平千秋､テ
ユービングンのヴオルフガング･シヤーデヴァルト､マインツのヴァルター･
マルクと三人の恩師の名が記されている｡岡先生は西洋古典に進まれた頃､於
平先生の再来と曝されていたことをご存じであったかどうか｡ともあれ先生
は､松平先生の学問と生活の両面に､終生漁らぬ尊敬の念を懐いておられた｡
於平先生も今や同僚となった弟子を評して､同君はよくあれだけ本が買える
ね､しかしあれは細君も偉いんだよ､と仰言ったことがある｡松平先生の停年
退官の時のお言葉､後顧の憂いなし､も忘れられない｡岡先生の学風は､へレ
ニストよりラティニストによりよく受け継がれている｡
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